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献呈の辞
嶺井正也先生及び齋藤憲先生の定年ご退職に寄せて
嶺井正也先生は平成２９年５月１０日に，齋藤憲先生は平成２９年５月３日に，それぞれめでたく古稀
を迎えられました。しかし，このことは，同時に両先生が本年３月末日をもって定年ご退職される
ことを意味します。新しい学科の設置で，経営学部が二学科制へと移行しようとしている重要な時
期に，高い識見と貴重な経験をお持ちの両先生が教壇を去られることは，私ども残されたものたち
にとって本当に残念でなりません。ここに嶺井先生および齋藤先生のご略歴やご足跡，本学や社会
へのご貢献を紹介し，衷心より感謝の意と惜別の念を表したいと思います。
経営学部教授嶺井正也先生は１９６６年４月に東京教育大学教育学部に入学され，１９７１年３月に同学
部を卒業されました。直ちに同大学大学院教育研究科修士課程（教育学専攻）に進まれ，１９７３年３
月に修士課程を終了なさいました。修士号を取られてからはすぐ，同大学大学院教育学研究科博士
課程（教育学専攻）に進まれ，１９７６年８月に博士課程を単位取得退学なさいました。その後，山梨
県立女子短期大学で５年７ヶ月間教鞭をとられました。本学経営学部には１９８２年４月に助教授（当
時の名称，現在は准教授）として入職され，１９８６年４月に教授に就任されました。つまり，嶺井先
生は３６年という長きにわたり，本学の教育・研究・学内行政の面で大いなるご貢献とご足跡を残し
ておられます。
嶺井先生は，教育においては「教育行政学」，「教育原論」，「教育実習」など，本学の教職資格課
程においてはまさに根本をなしている科目をご担当されました。授業の内容ですが，「教育行政学」
においては，昨今進行中の教育再生実行政策による教育行政の機構や課題がどのようになっている
かを確認した上で，概念整理，歴史的展開，国際的な比較を行うとともに，個別の教育行政の課題
や論点について学生たちと熱い議論を交わしておられました。一方，「教育原論」においては，自
ら受けてきた家庭や学校での教育を振り返りながら，「教えることを通じて人間を育てる」という
教育の営みの基本的役割を，歴史的，社会的，思想的背景を交えながら確認しつつ，日本の学校教
育の構造や目的，課題などを考察し，教職を目指す本学の学生たちが自分なりの教育観を持つよう
に促しました。教育についての先生の情熱は並々ならぬもので，次世代の教育を担う学生を温かく
見守りながらも，教育現場に立つ者たちの心構えや自分なりのきちんとした教育観を持てるように
そっと手助けすることで有名です。いまや，先生から学んだ多くの学生たちが，中等教育段階を中
心とした学校の教員として日本の教育現場で奮闘しております。
嶺井先生は，学内行政においても多大なる功績を残しておられます。先生は，高大連携連絡協議
会座長（２年），教職課程協議会委員長（１年１０ヶ月），高大連携連絡協議会委員（９年），教養課
程委員会委員（４年８ヶ月），教養教務委員会委員（２年），学生部次長（１年），学生部委員（２
年），教員資格審査委員会委員（３年），自己点検・評価委員会委員（３年），自己点検・評価運営
委員会委員（４年），二部教務委員会委員（２年），入学試験委員会委員（４年５ヵ月）などを歴任
され，主に専修大学の教職課程や高大連携，本学の学生たちの指導を中心にご尽力してこられまし
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た。また経営学部では学部長補佐も竹村憲郎学部長，魚田勝臣学部長時代にそれぞれ一期で計４年
間勤めています。
嶺井先生は，研究及び社会貢献においても大きな足跡を残しておられます。先生は，大変研究熱
心で，先生が成し遂げられた研究業績にはただただ驚くばかりです。先生はこの１０年間だけでも共
著で『公教育における包摂と排除』，『転換点に来た学校選択制』，『発達支援学：その理論と実践』，
『市場化する学校』，『公平な社会を築く公教育論』の計５冊の著作を世の中で問うております。そ
れだけではございません。先生は，日本の教育の過去と現在を踏まえ，日本の教育のあり方や日本
の教育がこれから進むべき未来について立ち止まって考えさせされる数々の意義ある論文と学会発
表を行っておられます。活発な研究活動を通じた貢献の傍ら，嶺井先生は公教育計画学会会長をは
じめ，日本の教育に関わる様々な講演会や座談会を通じて，社会に多大なるご貢献とご足跡を残し
ておられます。
経営学部教授齋藤憲先生は１９６７年４月に早稲田大学商学部に入学され，１９７２年３月に同学部を卒
業されました。直ちに同大学大学院商学研究科修士課程（商学専攻）に進まれ，１９７４年３月に修士
課程を修了なさいました。１９７７年には，同大学大学院商学研究科博士課程（商学専攻）に進まれ，１９８６
年３月に博士課程を修了なさいました。そして，１年後の１９８７年４月に，『新興コンツェルン理研
の研究』という論文で商学博士を取得されました。博士課程修了後は，浦和短期大学・横浜商科大
学・関東学院大学で教鞭をとられました。本学経営学部には２００１年４月に教授として迎えられ，そ
の後，長きにわたって本学の教育・研究・学内行政の面で大いなるご貢献とご足跡を残しておられ
ます。
齋藤先生は，学部及び大学院の教育においては，経営学の大きな柱でもある経営史を教えてこら
れました。その内容ですが，「日本経営史」では日本の経営を創った著名な経営者・企業家の１４名
を取り上げながら，経営における経営者・企業家の役割について学生たちと熱い議論を交わしてき
ました。一方で，先生はベンチャー企業の育成や経営革新活動に関わる諸問題や課題の解決にも並々
ならぬ情熱を注いでおられてきました。先生は，経営の発展を経営者による断続的な革新の流れと
考えた J.A．シュンペーターや著名な経営者の経営革新活動を事例として取り上げながら学生たち
と議論を交わし，経営学部だけではなく本学におけるベンチャースピリッツの機運の高揚にも大き
く貢献なさいました。
齋藤憲教授は，本学の学内行政においても多大なる功績を残しておられます。先生は，大学院経
営学研究科長（２年６か月），社会知性開発研究センター運営委員会委員（２年），社会知性開発研
究センター研究員（１年），経営研究所長（２年），大学院委員会委員（１年５ヶ月），教員資格審
査委員会委員（２年），就職指導委員会委員（３年），国際交流センター委員会委員（２年６ヶ月），
自己点検・評価委員会委員（４年），自己点検・評価運営委員会委員（４年），KSパートナシップ・
プログラム運営委員会委員（３年），戦略会議委員（２ヶ月），eキャンパス推進委員会委員（１年
５ヵ月）などを歴任され，様々な分野において本学に多大なご貢献とご足跡を残しておられます。
特に，大学院経営学研究科長の時には，集団指導体制の構築にご尽力なさい，専修大学経営学研究
科の修士論文及び博士論文の質を高めるのに大きく貢献なさいました。
齋藤先生は，研究活動及び社会貢献においても大きな足跡を残しておられます。先生は，経営教
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育学会，社会経済史学会，経営史学会など，さまざまな学会で大変精力的にご活動なさってこられ
ました。実際，先生は，経営史や日本の経営の基礎を作った経営者・企業家たちに焦点を当てた数
えきれないほどの多くの論文と学会発表を精力的に行ってこられました。同時に，『大河内正敏―
科学・記述に生涯をかけた男』（日本経済評論社）などの様々な著作を通じて，日本の経営史研究
の発展に大きなご貢献とご足跡を残しておられます。活発な研究活動の傍ら，先生は長い間，社会
経済学会評議員と経営史学会常任理事などを通じて学界に大きく貢献なさっただけではなく，日本
の経営史と外国の経営史に関わる様々な講演会や座談会を通じて，社会にも多大なるご貢献をなさっ
てこられました。
以上，嶺井正也先生ならびに齋藤憲先生のご活動・ご活躍の一端を紹介させていただきましたが，
お二人の教育・学内運営・学外活動におけるご功績は大変顕著なものがあります。両先生のこのよ
うなご功績に対して，専修大学経営学部は平成２９年１１月２８日の教授会において，満場一致で嶺井先
生と齋藤先生を専修大学名誉教授に推薦させていただきました。そしてここに，両先生からいろい
ろな形でご指導をいただいた後輩教員の最近の研究成果の一部を編集し，「専修経営学論集第１０５号」
を『嶺井正也教授ならびに齋藤憲教授退職記念号』として両先生に謹呈し，経営学部教員一同，衷
心から深甚なる感謝と惜別の意を表する次第であります。両先生が定年ご退職後もご活躍され，ご
健勝であらんことを祈念いたしますとともに，名誉教授として私ども後輩に対する更なるご指導・
ご鞭撻をお願い申し上げ，これまでのお礼とお別れのご挨拶とさせていただきます。
平成３０年３月
専修大学経営学部長 蔡 錫
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